
南房総市定例記者会見 

 

日時 令和元年１０月３１日（木） 

午前１０時 

場所 市役所本庁舎 本館２階 第２会議室 

 

 

【会見項目】 

 

 （１）令和元年度南房総市一般会計補正予算(第５号)について 

    ① ひとり親家庭等被災者生活再建支援金の支給について 

    ② 被災住宅支援事業について 

    ③ 観光復興対策でクーポン券等発券事業を実施 

 （２）第１４回「教育の日」中央行事 

 （３）令和元年台風第１５号及び第１９号対応状況 

 

【その他 資料提供】 

 

  １１月行事予定表 

 

 

 

 

南房総市総務部秘書広報課 

TEL0470-33-1002・FAX0470-20-4591  



 

定例記者会見 令和元年１０月３１日 開催 

会見項目№１ 

令和元年度南房総市一般会計補正予算(第５号)について 

 

 令和元年１０月３０日に召集いたしました令和元年第３回市議会臨時会におい

て、令和元年度南房総市一般会計補正予算（第５号）が可決されました。 

 本補正予算は、先の台風１５号及び１９号による被災について、災害救助費、災

害復旧費等を追加したもので、主な内容は以下のとおりです。 

 ・ひとり親家庭等被災者生活再建支援金 6,000千円 

   生活再建に係る経済的負担が著しい「ひとり親家庭」及び「重度心身障害者

家庭」に 30万円の支援金を支給するもの。 

 ・被災者住宅支援事業 1,138,500 千円 

   災害救助法、国土交通省の防災・安全交付金及び千葉県による上乗せ補助制

度により、住宅の応急修理に対し支援するもの。 

 半壊以上住宅 限度額 595千円【災害救助法】 

 一部損壊（損害割合 10％以上 20％未満） 限度額 300 千円【災害救助法】 

※最大で 500 千円まで上乗せ補助（200千円）の場合あり 

 一部損壊（損害割合 10％未満） 補助率 1/5 限度額 300 千円 

  ※最大で 500 千円まで上乗せ補助（200千円）の場合あり 

（上乗せ分の負担割合） 県 8/10 市 2/10 

 ・緊急観光復興支援事業（宿泊クーポン券の発券） 30,000 千円 

   被災以降激減している観光客を誘客し、観光需要、観光産業の早期回復を図

るため、宿泊クーポン券を発券するもの。 

 ・災害復旧費 688,577 千円 

農林水産業施設、道路・河川、社会体育施設等 

 

 また、全国各地から寄せられた「ふるさと納税による災害応援寄附金」について、

学校等教育施設及び観光施設の復旧費等に対し、累計 75,181 千円を活用していま

す。 

 詳細は、別に配布の「予算書」「予算書説明資料」をご参照ください。 

【問い合わせ】 

南房総市 総務部 企画財政課 財政係  担当者：渡邉 
電話：0470-33-1001          ＦＡＸ：0470-20-4598 
ｅ-mailアドレス：kikakuzaisei@city.minamiboso.lg.jp 



 

定例記者会見 令和元年１０月３１日 開催 

会見項目№１-① 

南房総市ひとり親家庭等被災者生活再建支援金の

支給について 
 

被災者生活再建支援法に基づき、全壊及び大規模半壊の住宅再建には支援金が 

支給されます。 

本事業は、支援の対象外である住宅の被害程度が半壊の世帯のうち、生活再建にか

かる経済的負担が著しい、ひとり親家庭、重度心身障害者の方が同居する世帯の円

滑な生活再建を支援するための市単独事業です。 

 

 事業内容 

罹災証明書において住宅の被害程度が半壊と判定された世帯に１世帯あたり 

３０万円の支援金を交付するものです。 

 

・対象者：ひとり親家庭   ３１３世帯 

     重度心身障害者  ８４６人 

     合 計    １，１５９人（世帯） 

 

注：対象者と同居し、かつ、生計を同じくする世帯が対象となりますので、対象者

が施設等に入所している場合は対象外となります。 

 

 予  算 

  ３００千円×２０件＝６，０００千円 

 

                                        

【参考情報】 

 

【問い合わせ】 

南房総市 保健福祉部 社会福祉課 児童福祉係・障害福祉係  担当者：中村誠司・小野正樹 
電話：0470-36-1151.1153                  ＦＡＸ：0470-36-1133 
ｅ-mailアドレス：shakai@city.minamiboso.lg.jp 

mailto:shakai@city.minamiboso.lg.jp


 

定例記者会見 令和元年１０月３１日 開催 

 

会見項目№１-② 

被災住宅支援事業について 
 

台風により被害を受けた住宅で、半壊以上の住家被害及び一部損壊のうち 

損害割合が１０％以上の住家被害を受けた者が、その住家で生活するにあたって 

不可欠な箇所を対象に、災害救助法に基づき応急修理を行います。 

また、一部損壊のうち損害割合１０％未満の住家被害を受けた者が、その住家で

生活するにあたって不可欠な箇所を修理する場合、防災安全交付金及び千葉県の 

被災住宅修繕緊急支援事業補助金を活用し、費用の一部を補助します。 

 

被災住宅支援事業の予算は、次のとおりです。 

 委託費 ５億３，８５０万円（応急修理業務委託料） 

  内訳 半壊以上 595,000円×300件＝１億７，８５０万円 

     一部損壊 10%以上 20％未満 

 300,000 円×1,200件＝３億６，０００万円  

 補助金 ６億円（被災住宅修繕緊急支援事業補助金） 

内訳 一部損壊 10％以上 20％未満 

 300,000 円×1,200件＝３億６，０００万円 

一部損壊上乗せ分 

200,000円×1,200件＝２億４，０００万円 

 

                                        

【参考情報】 

【問い合わせ】 

南房総市 建設環境部 建設課 管理係   電話：0470-33-1101  
南房総市 総務部 復興支援課 復興支援係 電話：0470-33-1103 



 

定例記者会見 令和元年１０月３１日 開催 

 

会見項目№１-③ 

観光復興対策でクーポン券等発券事業を実施 
 

 南房総市では、９月に発生した台風１５号から続く災害で観光客の激減が見られ

ていることから、観光客の誘致のためにクーポン券の発行を実施します。 

 キャンセルが相次ぎ、宿泊をはじめとする観光客の足が遠のいている状況があり

ますが、被災しながらもがんばって営業している施設も多くあります。 

 （一社）南房総観光協会でも南房総市に来てもらおうと「がんばろう南房総」の

ロゴを作成し、官民一体となって観光客誘致を進めます。 

 

 総額は３，０００万円で、内容は大手旅行サイトを活用したクーポン券の発行と、

地元飲食店等でも利用できるクーポン券の発行を実施します。 

 大手旅行サイトを活用することで広くの市のＰＲが実施できることと、宿泊料金

の割引で、宿泊客の呼び込みを狙います。 

 また、地元でも利用できるクーポン券の発行を行うことで、日帰りの旅行者の呼

び込みも行えることや、旅行者減少で売り上げが落ち込んでいる市内飲食店などの

支援にもつなげます。 

  

 

 

  

 

                                        

【参考情報】 

【問い合わせ】 

南房総市 商工観光部 観光プロモーション課 観光振興係  担当者：平川 
電話：0470-33-1091        ＦＡＸ：0470-20-4230 
ｅ-mailアドレス： Kanko@city.minamiboso.lg.jp 



 

定例記者会見 令和元年１０月３１日 開催 

 

会見項目№２ 

１１月１７日（日）は 

第１４回 南房総市「教育の日」中央行事 
 

 市では毎年１１月に南房総市教育の日を定めており、中央行事を開催しています。

今年も嶺南中学校を会場に、式典、給食レストラン、講演会を開催します。 

● １０時３０分から開始する式典では、教育委員会表彰及び教育長顕彰を行います。 

引き続き、事業紹介では白浜小学校と富浦中学校の生徒による南房総学の実践紹介と、

百字作文最優秀作品の発表・表彰・講評を予定しています。 

● 正午から 1 時半までは、給食レストランと称した試食会を多目的活動室で開催し

ます。今回も 100食限定ですが、10月 30 日現在、まだ余裕があります。 

あわせて、体育館前の中庭では白浜・千倉・嶺南中学校ブラスバンド部による合同演

奏や学校給食に食材を納める農家や商店による直売所を開設します。さらに、この日

は嶺南小学校で保護者、一般の方向けの学校見学を予定しており、統合し、新しく開

校した嶺南小学校を見学できます。 

● 1 時 30分からは講演会を開催します。 

昨年に引き続き、子育て支援や特別支援、発達障害をテーマに講演会を実施します。

今年は岡田クリニック院長・精神科の岡田尊司（おかだたかし）さんを講師にお招き

し、「愛着と幸福 あなたもご家族も、幸せになるために」と題した講演を予定してい

ます。岡田尊司さんのプロフィールについては別紙（クリニックホームページ）をご

参照ください。 

● 会場には小中学生造形作品などを始め、たくさんの展示物を用意しています。ま

た、子育て世代の保護者が参加しやすいよう、嶺南子ども園預かり保育室にてキッズ

スペースも設けます。 

【参考情報】概要書、チラシ、講師プロフィール 

【問い合わせ】 

南房総市 教育委員会教育総務課 総務係  担当者：野村・江野口 
電話：０４７０－４６－２９６１    ＦＡＸ：０４７０－４６－４０５９ 
ｅ-mailアドレス：kyoiku-somu@city.minamiboso.lg.jp 



令和元年度「教育の日」中央行事企画概要書 

 

＜日程＞ 

 令和元年 11月 17日（日） 10:30～15:00 （開場・受付開始 9時 30分） 

＜場所＞ 

 南房総市立嶺南中学校 体育館ほか 

＜プログラム進行＞ 

 第一部 式典 10:30 開式の辞（副市長） 

主催者挨拶（市長、教育長） 

来賓挨拶（議長） 

表彰（教育委員会表彰・教育長顕彰） 

11:00 閉式の辞（副市長） 

11:00 事業紹介 

 ・南房総学 各学校の取組紹介（２校） 

・百字作文最優秀賞結果発表 

   12:00 第一部閉会 

給食レストラン 12:00～13:20 ※ランチルーム他 

直売所の開設 12:00～13:20 体育館入口 

学校施設見学 12:00～13:20 嶺南小学校 

ブラバン演奏 12:30～13:00 体育館前庭（雨天時体育館内） 

 第二部 講演 13:30 講演会 

講師：岡田 尊司 

演題：愛着と幸福 あなたもご家族も、 

幸せになるために 

15:00 第二部閉会 

※上記に加え、事業成果の展示、キッズスペース開設などを予定 

＜コンセプト＞  

 嶺南中学校を会場に、給食レストラン（一般向試食会）を織り交ぜた従来のスタ

イルを踏襲しつつ、昨年に引き続き、特別支援教育をテーマとした講演会を取り入

れます。 

多くの人に、教育について改めて考えてもらう日でもあり、また委員会が実施す

る多くの事業を市民に広く周知する日でもあることを踏まえ、つぎのとおりプログ

ラムを展開します。 



 

＜式典＞ 

市民を対象とした教育委員会表彰と教育長顕彰を行います。対象者の募集につい

ては各小中学校を中心に関係機関に呼びかけます。 

体育館で、行事の第一部の最初に実施します。（予定：30分） 

＜事業紹介・南房総学＞ 

南房総学の実践紹介を行います。今年度は白浜小学校による白浜音頭の紹介と、

富浦中学校の総合的な学習発表を予定しています。 

体育館で、行事第一部の式典に引き続き実施します。（予定：30分） 

＜事業紹介・百字作文＞ 

 百字作文の最優秀賞結果発表及び講評を行います。広報紙や市ホームページで公

募した中から選ばれた優秀作品の講評、受賞者による作品の朗読を実施します。 

体育館で、行事第一部の南房総学に引き続き実施します。（予定：30分） 

＜講演＞ 

これまでに引き続き、特別支援教育や発達障害に関する講演を予定しています。 

今年度はより深い理解のため、精神科医／岡田クリニック院長の岡田尊司さんを

講師にお招きし、「愛着と幸福 あなたもご家族も、幸せになるために」と題したお

話をお伺いします。 

体育館で、行事の第二部として実施します。（予定：1時間 30分） 

＜給食レストラン＞ 

日本一おいしいご飯給食を目指す南房総市の給食を、広く一般の市民の方々に体

験してもらうため、100食限定の試食会として開催します。 

献立は昨年に引き続き、主菜に鶏肉や秋の地域食材を中心とした和食ごはん給食

です。 

開設場所は多目的室（ランチルーム）を予定しています。 

加えて認定商店・認定農家の方々を招いた試食会も同時実施予定です。 

＜各事業成果品、作品の展示＞ 

 市及び各学校が実施する以下の事業での成果品や作品を展示します。 

 ・市内小中学校造形作品（主に夏季休業期間中の工作作品） 

・各学校南房総学実践紹介パネル 

・食農教育、認定商店・認定農家紹介パネル 



・理科実験教室他の実施状況パネル 

・教育功労表彰者の受賞作品等の展示パネル 

・ベルギー交流事業派遣生徒作成パネル  ほか多数 

＜認定農家直売所の開設＞ 

 昨年に引き続き、認定農家による直売所を開設します。 

開設場所は昨年と同じく、体育館入口に沿って設営します。 

＜嶺南小学校学校施設見学＞ 

 開校 1年目、新校舎の嶺南小学校の学校施設見学を行います。 

＜中学生ブラスバンド演奏＞ 

 白浜千倉嶺南中学校ブラスバンド部による合同演奏を行います。 

時間帯は 12:30～13:00、場所は体育館前の屋外（雨天時は体育館内）を予定して

います。 

＜託児所の開設＞ 

 子育て世代の親が気軽に参加できるよう、キッズルームを開設します。 

開設場所は嶺南子ども園預かり保育室を予定しています。 

＜記念撮影ブースの開設＞ 

 秘書広報課が所有する記者会見用バックパネルを借用し、記念撮影ブースを設置

します。みなたんも登場予定。 





 

定例記者会見 令和元年１０月３１日 開催 

 

会見項目№３ 

令和元年台風第１５号及び第１９号対応状況 
 

Ⅰ 台風第１５号  

１ 避難勧告等 

9/8 15：00 高齢者避難準備情報 9/9 02：30 土砂災害警戒情報 

02：51 避難勧告  04:00  災害対策本部設置 

２ 避難所・母子福祉避難所開設 

 9/8 15：00 市内７か所開設（千倉保健センターに母子福祉避難所併設） 

    最大避難者数等 30世帯 62人 10/5 10：00閉鎖 

３ ライフライン状況 

 ・停電 9/9～9/27 最大 23,000件 

 ・断水 9/9～9/20 最大 6,800 世帯 

 ・防災行政無線 停電及び台風による損傷で 9/11～2日間ダウン 

 ・電話回線 9/9～10/24 局舎の被災・NTT 回線の遮断により不通 

 ・携帯電話 局舎等の被災により、アンテナ車対応 

４ その他 

 ・お風呂の提供・開放 利用者数 3,392人 

陸上自衛隊、海上自衛隊、市内福祉施設等、市２施設（ゆらり・やすらぎ） 

 ・給水車の設置 白浜コミセン・丸山公民館・和田コミセン 

  陸上自衛隊・市水道局等 

５ 災害ごみ受け入れ 9/14～10/23 

  市役所本庁・旧平群小学校・旧南三原小学校の３か所   

６ ボランティアセンター 9/14開設 

  依頼 1,519件 活動 811件 人数 1,817人 

 

Ⅱ 台風第１９号  

１ 避難勧告等 

10/11 15：00 高齢者避難準備情報  

10/12  8：00 避難勧告 



２ 避難所・母子福祉避難所開設 

 10/11 15：00 市内 14 か所開設（千倉保健センターに母子福祉避難所併設） 

 10/12 避難者状況により避難所を増設 23か所開設 

最大避難者数等 1,109 世帯 2,469人 10/15 17：15 閉鎖 

３ ライフライン状況 

 ・停電 10/12～10/16 最大 13,000件 

 ・断水 10/13～10/15 最大 360 世帯 

４ その他 

 ・お風呂の提供・開放 利用者数 481人 

海上自衛隊、市１施設（ゆらり） 

 ・給水所の設置 給水車 和田コミセン その他蛇口から給水 

Ⅲ 被害状況 

 ・人的被害 重傷者 1人 軽症者 2人 

 ・住家被害 8,765 件 消防団目視調査・床上浸水 

 ・道路関係被害等 377 か所  ・河川関係被害等  40か所 

 ・農林関係被害等 136 か所  ・文教施設等    68か所 

 ・その他公共施設  88か所  ・その他一般施設 1,642か所 

Ⅳ 法適用関係 

 ・非常災害宣言 9/11 

 ・災害救助法適用 9/9 

 ・被災者生活再建支援制度 9/27 

 ・激甚災害 10/17 

 ・罹災証明 10/30 現在 

全壊 64戸 大規模半壊 67 戸 半壊 432 戸 一部損壊 4,566 戸 

Ⅴ その他 

 ・義援金支援金 527 件 42,969,972 円（10/25現在） 

 ・ふるさと納税（災害支援分）7,933件 84,041,114 円（10/29 現在） 

 ・応援派遣要請 

  国 112人（総務省・経済産業省・国土交通省・農林水産省） 

  自衛隊 3,233 人（ブールーシート展張・道路啓開） 

県 1,207人（県災害対策本部連絡調整・応援職員派遣対応） 

市町村 1,471人（被災家屋調査・罹災証明事務・災害ごみ対応） 

  市消防団 3,928人（市内全戸被災状況把握・高齢者等安否確認・広報車巡回） 

  安房消防 10人 ボランティアブルーシート展張 

                                        

【参考情報】 

【問い合わせ】 

南房総市 市民生活部 消防防災課 消防防災係  担当者：宇山 尚希 
電話：0470-33-1052 ＦＡＸ：0470-33-2323 
ｅ-mailアドレス： @city.minamiboso.lg.jp 


